










研究目的

　遣伝相談は細分課題 4 において大倉が述べているように,地域社会における

窓口,遺伝相談施設における専門カウンセラーによる相談,そして長期にわたる

アフター・ケアの三つの段階あるいは相から成り立ち,そのいずれにおいても

クライアントとの対話によってその目的が達せられるものである。

　その中心にあるカウンセラーとクライアントとの面接による対話過程によっ

て,遺伝相談の目的の大半,すなわち生殖行動の調節あるいは制限への意志の決

定のための情報がクライアントに与えられ,意志の決定への方向づけがなされ

るのである。


